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ヒ

‘ 生 き がい
糸卒筆助さんに感謝状

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

　2月6日にひらかれた「あすをきずく人づくり運動東郷町大会」の席

上で町立養護老人ホーム鈴三園の糸平三助さん（83）に県知事表彰の伝

達と町長の感謝状が贈られました。

　これは国道327号線沿線‘東郷橋～成願寺）の美化を6年以上もつづ

けていることに対し贈られたものです。

　町では現在、人づくり運動を推進中ですが、糸平さんの行為はまきに

この運動の成果といえます。

　身ぢかなわりには案外実行されていない実践項目ですが、その定着に

長い時間がかかるにして叡この大会を機にきらにねばり強い実践をつ

づけたいものです。〔2ページに関連掲載〕
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町報とうこう

跨ぎ謝蘂難航燵勲欝

蓉騨蒸藤繕欝撫
　
昭
和
五
十
「
年
度
「
あ
す
を
き
ず
く

人
づ
く
り
運
動
」
モ
デ
ル
町
と
し
て
県

の
委
託
を
受
け
て
い
た
本
町
は
、
二
月

六
日
に
中
央
公
民
館
で
こ
れ
ま
て
の
成

果
と
今
後
の
運
動
推
進
方
向
を
見
定
め

る
た
め
に
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
「
人
づ
く
り
運
動
」
は
、
昭

和
四
十
五
年
、
県
下
に
こ
の
運
動
が
展

開
き
れ
る
と
同
時
に
「
東
郷
町
「
，
あ
す

を
き
ず
く
二
つ
く
う
運
動
」
要
項
』
を

定
め
公
民
館
や
各
種
団
体
、
各
職
場
こ

と
に
そ
れ
ぞ
れ
実
践
項
目
を
定
め
て
后

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
．
、

　
し
か
し
こ
の
運
動
は
抽
象
的
な
呼
び

か
け
に
終
わ
っ
た
た
め
、
昭
和
五
十

年
に
具
体
的
な
盾
動
と
し
て
「
環
境
美

化
運
動
一
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
各

地
区
公
民
館
こ
と
に
推
進
会
議
の
結
成

を
呼
び
か
け
具
体
的
実
践
盾
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
こ
れ
ま
て
の
活
動
の
総
決

難すく人つぐ

認蕊婆
乏

福

耳
讐
聾
雪
濁
i

　
，饗

算
と
も
い
う
へ
き
一
あ
す
を
き
ず
く
人

つ
く
づ
運
動
東
郷
町
大
会
「
の
指
定
を

受
け
、
．
」
の
運
動
の
推
進
を
永
続
き
せ

る
た
め
町
長
を
議
長
と
す
る
中
央
実
践

会
議
、
地
区
こ
と
に
公
民
館
長
を
議
長

と
す
る
地
区
実
践
会
議
を
結
成
し
、
中

央
実
践
会
議
で
は
、

主
題
“
生
藩
、
・
る
よ
ろ
こ
び
と
誇
）
の
も

　
　
　
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
．

副
題
“
町
民
憲
端
早
の
実
践
、

を
定
め
き
ら
に
調
律
的
な
実
践
の
た
め

　
つ
時
間
を
守
う
集
会
に
は
す
す
ん
て

　
　
参
加
し
ま
し
よ
う

　
つ
郷
土
を
愛
し
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
を
す
す
め
ま
し
よ
う
。

　
二
祝
祭
日
に
は
、
国
旗
を
掲
げ
ま
し

　
　
よ
．
つ
。

　
じ
す
す
ん
で
あ
い
き
つ
を
し
ま
し
ょ

　
　
．
つ
。

の
四
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
外
か
ら
約
五
百
名
の

出
席
者
か
あ
う
、
開
会
式
の
あ
と
表
彰

式
か
行
な
わ
れ
、
国
道
の
美
化
に
つ
い

て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
の
糸
平
筆

助
さ
ん
（
8
5
）
に
県
知
事
表
彰
の
伝
達
と

町
長
の
感
謝
状
が
、
河
川
美
化
に
つ
い

て
町
青
年
団
協
議
会
に
町
長
表
彰
状

が
、
入
選
標
語
発
表
の
あ
と
入
選
者
に

賞
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま

し
（
1
1
．

　
午
前
中
は
、
海
野
与
七
さ
ん
（
5
2
）
1
1

善
悪
、
海
野
和
幸
き
ん
（
4
4
）
”
小
野
田

山
口
茂
き
ん
（
5
0
）
口
八
重
原
、
の
各
公

民
館
長
か
公
民
館
を
中
心
に
実
践
し
た

事
例
を
発
表
し
ま
し
た
、

　
昼
食
後
に
ア
ト
ラ
ク
で
＝
ノ
と
し
て

中
央
憩
い
学
級
生
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
よ

る
朗
詠
や
民
謡
が
ひ
ろ
う
き
れ
大
会
の

雰
囲
気
を
や
わ
ら
げ
ま
し
た

　
午
後
か
ら
は
「
あ
す
を
め
ぎ
す
東
郷

駒
＝
伊
ニ
ア
ー
マ
に
公
民
館
長
、
婦
人
、

青
年
な
と
の
代
表
七
名
か
会
場
と
の
全

体
討
議
を
行
な
い
、
青
少
年
非
行
防
止

の
た
め
の
不
良
雑
話
対
策
、
後
継
者
育

成
の
問
題
な
と
熱
心
な
討
議
が
な
山
・
・
れ

最
後
に
鰹
木
県
知
事
の
「
宮
崎
県
の
自

然
と
人
づ
く
り
」
と
題
し
た
特
別
講
演

が
行
な
わ
れ
盛
会
の
う
ち
に
大
会
を
終

了
し
ま
し
た
．

4
9

‘

四二　
へ

　
　
　
　
　
’

標
語
入
選
作
品

蟹擁巻

　
小
学
生
の
部

　
　
　
　
坪
谷
小
四
年
置
大
野
寿
文

「
国
旗
あ
げ
、
心
ゆ
た
か
な
、
よ
い
、

　
日
（
ひ
と
ひ
）
」

　
　
　
　
隠
蟹
小
六
年
　
海
野
洋
子

「
東
郷
町
、
時
間
守
っ
て
、
明
る
い
町

　
に
』

　
　
　
　
越
表
小
六
年
　
古
賀
「
美

『
花
「
ぱ
い
、
運
動
す
す
め
て
、
明
る

い
郷
土
』

　
　
　
　
東
郷
小
六
年
　
都
甲
　
誠

『
結
び
あ
う
、
　
「
つ
の
こ
と
ば
「
や

あ
一
お
は
よ
う
』

　
中
学
生
の
部

　
　
　
　
坪
谷
中
三
年
　
川
島
満
成

「
祝
祭
日
、
国
旗
「
ぱ
い
、
東
郷
町
」

　
［
般
の
部

　
　
　
　
　
越
表
区
　
河
辺
道
志

「
人
の
和
が
、
ひ
ろ
が
る
集
合
、
五
分

　
前
」

　
　
　
　
　
越
表
区
　
河
辺
ミ
ト
リ

玄
穿
て
よ
う
、
家
か
ら
、
む
ら
か
ら
、

　
花
の
郷
」
エ
へ
き
と
）
」

　
　
　
　
　
越
雲
譲
　
桑
畑
　
π

「
一
お
は
よ
う
」
の
、
笑
顔
て
明
け
る

　
東
郷
剛
」

町羅とうこう
（3）

　
農
業
者
年
金
の
制
度
か
て
き
て
約
六

年
、
こ
の
間
に
全
国
て
百
二
十
六
万
人

も
の
人
が
加
入
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
五
十
「
年
「
月
か
ら

は
い
よ
い
よ
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
が

始
ま
う
十
月
末
ま
て
に
八
千
人
の
人
が

実
際
に
年
金
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
申
で
こ
の
た
び
法
律
改
正

か
あ
づ
、
昭
和
五
十
二
年
「
月
か
ら
大

巾
に
制
度
か
改
善
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
上
げ
ら
れ
た
年
金
額

　
き
る
四
十
九
年
度
の
法
律
改
正
て
二

・
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
経
営
移
譲

年
金
と
農
業
者
老
齢
年
金
の
額
か
今
回

さ
ら
に
「
・
四
、
、
4
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
、

　
経
営
移
譲
年
余

　
保
険
料
を
納
め
た
期
相
等
が
二
十
年

以
上
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
る
ま
て

の
問
に
自
分
の
農
業
経
営
を
後
継
ぎ
や

他
の
農
家
等
に
諺
れ
ば
そ
の
と
き
か
ら

（
六
十
歳
前
に
譲
っ
た
と
き
は
原
則
と

し
て
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
〕
も

ら
え
る
年
金
て
す
。

　
農
業
者
老
齢
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
聞
等
が
二
十
年

以
上
あ
る
人
が
経
営
移
譲
す
る
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
六
十
五
歳
か
ら
も
ら
え

る
年
金
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
二
十
年
以
上
と
い
う
期

間
に
つ
い
て
は
制
度
が
始
ま
っ
た
当
時

六
十
歳
に
な
る
ま
て
二
十
年
以
上
納
め

る
こ
と
の
て
き
な
か
っ
た
大
正
五
年
～

昭
和
九
年
生
ま
れ
の
人
に
つ
い
て
は
、

生
年
月
日
に
応
じ
五
～
十
九
年
に
期
間

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
改
定
一
段
階
的
に
＼

　
年
金
額
の
引
上
げ
に
伴
っ
て
保
険
料

も
引
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か

たれさ正改

金年者業曝
し
、
「
挙
に
引

上
げ
る
こ
と
は

農
家
に
と
っ
て

大
巾
な
負
担
増

と
な
り
ま
す
の

て
こ
れ
を
緩
和

す
る
た
め
、
昭

和
五
十
二
年
「

月
～
十
二
月
の

保
険
料
は
年
金

引
上
げ
率
と
同

率
（
「
・
四
八

倍
）
の
引
上
げ

と
し
、
以
後
二

年
に
わ
た
り
段

階
的
に
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定

の
後
継
者
に
つ

い
て
は
軽
減
の

措
置
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
継
者
へ
の
移
譲
要
件
の
改
正

　
後
継
ぎ
に
対
す
る
経
営
移
譲
の
場
合

自
作
地
に
つ
い
て
は
所
有
権
を
移
転
し

な
け
れ
ば
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
て
し

た
。
し
か
し
、
近
年
「
人
の
後
継
ぎ
に

限
り
全
部
の
所
有
権
を
「
挙
に
移
す
こ

と
が
実
際
上
か
な
り
困
難
な
ケ
：
ス
も

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
適
期
に
経
営
移

譲
を
す
す
め
る
た
め
、
い
ま
ま
で
の
所

有
権
移
転
の
方
式
に
加
え
、
後
継
者
に

対
し
て
使
用
収
益
権
の
設
定
（
経
営
主

が
子
や
孫
に
自
作
地
を
貸
す
こ
と
V
を

し
て
も
年
金
が
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

特
定
後
継
者
保
険
料
の
軽
減

　
農
業
後
継
者
の
育
成
確
保
を
図
る
た

め
、
　
「
定
の
要
件
を
満
た
す
後
継
者
に

つ
い
て
は
三
十
五
歳
に
達
す
る
月
の
前

月
ま
て
の
間
の
保
険
料
が
三
割
程
度
安

く
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
特
定
後
継
者
と
な
る
人
と
は

ω
三
十
五
歳
未
満
で
あ
る
と
。

②
そ
の
人
を
後
継
者
と
し
て
指
定
し
た

　
親
も
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

　
こ
と
。

㈲
そ
の
親
の
経
営
規
模
が
県
の
平
均
経

一
営
耕
地
面
積
を
基
準
と
し
て
定
め
た

　
面
積
以
上
て
あ
る
こ
と
。

ω
本
人
が
農
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る

　
こ
と
。

　
の
四
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で

す
が
、
②
に
つ
い
て
は
親
が
年
齢
の
関

係
で
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
と
し

て
も
加
入
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
年
金
を
も
ら

う
資
格
期
間
に
満
た
な
い
場
合
は
加
入

者
て
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
㈲
に
つ
い
て
は
平
均
規

模
以
下
で
も
別
に
定
め
た
計
算
式
に
よ

っ
て
計
算
し
た
年
間
の
労
働
時
間
が
定

め
ら
れ
た
時
間
以
上
あ
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

土
は
生
き
て
い
る
〃
”

　
現
在
、
水
田
に
対
し
て
有
機
質
の
投

入
が
ほ
と
ん
と
な
く
化
学
肥
料
偏
重
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
土
壌

は
老
朽
化
を
た
ど
り
作
物
の
生
育
に
重

大
な
影
響
が
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
全
国
的
に
土
づ
く
り
運
動

か
展
開
き
れ
て
い
ま
す
が
県
て
も
十
月

の
第
「
土
曜
日
を
「
土
の
日
」
と
定
め

各
種
の
行
事
を
行
な
｛
．
て
運
動
の
啓
も

う
に
っ
と
め
て
い
ま
す
。

土
を
生
き
か
え
ら
せ
る
に
は

1
有
機
質
資
材
（
稲
わ
ら
、
堆
肥
な

　
と
）
を
投
入
す
る
。

　
ω
土
壊
の
団
粒
化
を
促
進

　
②
土
壌
の
微
生
物
盾
動
を
促
進

　
㈹
肥
料
の
吸
着
、
保
持
能
力
が
増
加

　
ω
腐
植
の
消
耗
を
補
い
肥
料
養
分
を

　
　
補
給

2
　
改
良
資
材
ヘ
ケ
イ
カ
ル
、
ケ
イ
鉄

　
な
と
）
を
投
入
す
る
。

　
ω
登
熟
歩
合
が
高
く
な
り
収
量
、
品

　
　
質
と
も
に
よ
く
な
る

　
ω
鳩
精
歩
合
が
高
く
な
り
食
味
、
整

　
　
粒
歩
合
が
よ
く
な
る

　
㈲
桿
が
強
く
な
り
倒
伏
に
強
く
な
る

　
ω
三
雲
中
の
有
害
物
等
か
ら
根
を
守

　
　
る

3
　
寒
鋤
の
実
施

　
ω
土
壌
中
の
通
気
性
、
保
水
牲
が
よ

　
　
く
な
り
根
が
健
全
に
な
る

　
②
土
壌
中
の
有
機
物
の
分
解
、
肥
効

　
　
が
よ
く
な
る

　
㈹
雑
草
を
殺
し
除
草
効
果
が
高
ま
る

　
ω
害
虫
の
懐
息
場
所
が
な
く
な
り
、

　
　
発
生
か
少
な
く
な
る

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
行
な
う
こ
と

に
ょ
う
作
物
の
母
と
な
る
十
［
か
健
全
な

も
の
に
な
つ
、
根
を
優
し
く
い
た
わ
）

稔
）
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
東
北
地
方
の
昨
年
の
稲
作
は
冷
害
等

に
よ
）
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
が

有
機
質
の
投
入
か
多
か
っ
た
水
稲
は
冷

害
に
強
く
良
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
病
害
虫
防
除
に
し
て
も
農
薬
に
頼
り

す
ぎ
る
た
め
病
害
虫
と
農
薬
の
競
争
に

な
っ
て
い
る
現
状
て
す
。

　
土
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
耕

種
的
防
除
が
て
き
る
よ
う
に
な
り
経
費

の
節
約
、
健
康
管
理
の
面
な
と
て
私
た

ち
の
生
后
に
も
う
る
お
い
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
・
り
ま
す
．
．

五
十
二
年
度
の
目
標

1
　
有
機
質
資
材
の
投
入

　
　
　
稲
わ
ら
十
－
7
ル
当
り
四
百
㌘
．

　
　
　
堆
肥
十
－
。
ル
当
り
千
二
百
野
。

2
　
改
良
資
材
の
投
入

　
　
　
ケ
イ
カ
ル
十
7
ル
当
・
ワ
ニ
百
鑓

3
　
十
♂
当
り
の
収
量
四
百
五
十
鴛
て

　
上
位
等
級
米
（
三
等
米
以
上
）
七
十

　
軒
以
上



，

（5）

町報とうこう

お年玉は自転車

　山陰郵便局管内でお年玉つき年賀状の1等当選者が

鑛糠謹辞篇鰯嚇墓な霧3レ
　この幸運を射とめたのは迫野内の山田年雄さん（57）

と田野の長渡繁美さん（39）の2人。

　2月9日山陰郵便局で賞品授与式が行なわれ山田さ

んと長渡さん（妻ハルノきん代理）に池北局長さんか

ら折りたたみ自転車が手渡きれ2人とも思わずにっこ

り………つ

皆さんももう＿度お手もとのはがきの番号をたしか

めてみませんか？

＼

輸
葉たばこの種まき

　　　　1月20日鶴野内の温室共同育苗施設で葉たばこの播

　　　種作業が行なわれました。
　＜　　これはたばこ耕作組合（吉田稔会長）が町の奨励作

　　　目である葉たばこの生産向上を目ざし組合員10名で毎

　　　年共同実施しているものです。

　　　　葉たばこの種は目に見えないくらい小さなものです

　　　が、均等に播種するため焼土に混ぜ何度もふるいにか

　　　けその土をまきます。共同育苗施設で1ケ月、さらに

、　　　各自宅の温室育苗施設に持ち帰り25日ほど育苗し組合

　　　員の本圃計7加に移植されます。今年の目標が106当

　　　り50万円ですがちなみに51年の生産量17，000々g、売上

　　　2，600万円で10σ当りの売上最高額は44万円とのこと

　　　です。

鐸鯛

ソ7≦

　
’
占

臆

瓦1枚の値段が約6厘

　　福瀬区の新名臨きん（65）宅で改築のため家屋を取りこわし中に

　古い文書が見つかり近所の話題になっています。

　　安政2年（今から122年前）の「炭山帳．や嘉永7年（125遅

く前）の「かまど諸．h農業」が含まれています。かまどとは世帯の

　意味ですから現在の納税組合長の諸税徴収簿といったところでし

　ようか，

　　なかでも明治9年7月に保長の新名長平さん（義きんの曾祖

　父∫が書いた「学校普請入用物控帳＝は福瀬小学校建築の際、現

　在でいう区長の長平さんが建築費精算書原案にでもしたものと思

　われます。

　　なかをみると瓦1，500枚8円64銭、大工は美々津の民吉という

　人で14円の賃金を支払っており1世帯の割当ては平均10銭になり

　ます、まるでうそのようなほんとの話です。

日向市駅牧水歌碑建設の

決算報告について

　昨年11月日向市駅に建設いたしました牧水歌碑にっ

きましては町内はもちろん町外の方からも多数のご理

解ある協力により無事完成いたしました。厚くお礼を

申しあげますとともに、ここにその収支決算ができま

したので、町報をもって報告いたします。

　なお、差引残金にっきましては、今後さらに牧水顕

彰にっとめるため、レコードの製作、案内板の設置等

に使用させていただきますのでご了承ください。

　　日向市駅牧水歌碑建設委員会

　　　　　　　　委員長木村　誠

収入の部

，
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町報とうこう

　
二
月
九
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
町

中
央
公
民
館
で
「
「
日
J
A
S
指
導

員
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
代
の
消
費
生
活
に
か
か
せ
な
い
多

種
多
様
な
加
平
食
品
は
外
観
か
ら
品
質

や
内
容
の
わ
か
り
に
く
い
も
の
も
多
く

消
費
者
が
口
入
す
る
場
合
に
識
別
が
む

ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
加
工
食
品
の
品
質
表
示
基
準
は
、

「
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
　
（
通
称
J

寄 付 金 金 額

甫　　郷　　町　　分 1，538，100円

町

同

日　向　市　分

日向市在住町人会

宮崎市在住町人会

605，000

285，000

261，000

A
S
法
）
に
基
づ
き
消
費
者
が
購
入
す

る
際
品
質
を
識
別
す
る
こ
と
が
困
難
な

も
の
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
各
種
検
査
指

導
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
「
日
J
A
S
指
導
員
」
は
消
費
者

保
護
の
立
場
か
ら
こ
の
普
及
と
強
化
に

努
め
る
た
め
、
消
費
者
の
な
か
か
ら
指

導
員
を
え
ら
び
加
工
食
品
の
品
質
表
示

に
つ
い
て
消
費
者
と
業
者
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
「
般
消
費
者
の
啓
発
を

図
り
か
し
こ
い
消
費
者
づ
く
り
を
目
的

そ ）） 他 2，100，000

寄付金合計
4，789，100

支出の部

費 目 決算額

金
肝
玉
出
費
費
費
召
料
費
費

　
　
　
　
　
　
　
　
借

　
　
　
　
品
本
搬
賃
負
料

　
　
償
　
糧
製
運
び
請

　
　
　
　
耗
　
　
及
材

　
　
　
　
　
　
刷
信
料
事

　
　
　
　
　
　
　
　
用

賃
報
報
旅
消
調
印
通
使
工
原

支　出　金　合　計

収入支出差引残金

　10，260円

　56，700

　619，500

　92，340

　72，410

　281，340

　170，500

　35，750

　45，640

2，200，000

　　　0

3，584，420

1，204，680

謹

（4）

か
し
こ
い
消
費
者
に

と
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
佐
藤
ク
ミ
エ
さ
ん
（
5
1
）
ら
十

五
名
が
「
日
指
導
員
に
な
り
県
民
生
活

課
の
担
当
職
員
か
ら
J
A
S
法
に
関
す

る
基
礎
的
知
識
に
つ
い
て
の
講
義
を
う

け
た
あ
と
日
向
農
協
東
郷
店
に
出
向
き

主
と
し
て
果
実
飲
料
、
炭
酸
飲
料
、
み

そ
、
し
ょ
う
ゆ
の
品
質
表
示
に
つ
い
て

店
舗
内
指
導
を
う
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
「
日
J
A
S
指
導
員
の

報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
「
消

費
生
活
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
、
か

し
こ
い
消
費
者
に
な
ら
ね
ば
…
」
と
撮

告
し
て
い
ま
し
た
。

’ 　
町
内
の
愛
好
家
で
つ
く
っ
て
い
る
弓

道
部
（
海
野
千
代
麿
部
長
）
の
部
員
が

「
月
二
十
二
日
に
町
立
養
護
老
人
ホ
ー

ム
鈴
峰
園
を
訪
れ
お
年
寄
り
た
ち
を
慰

聞
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
部
員
十
「
名
が
仮
設
道
場
で

約
二
時
間
に
わ
た
り
日
本
古
来
の
弓
道

を
ひ
ろ
う
す
る
と
と
も
に
部
員
か
ら
心

づ
く
し
の
贈
り
も
の
を
山
口
園
長
に
贈

呈
、
そ
の
あ
と
同
園
の
四
半
的
で
お
年

寄
り
た
ち
と
「
緒
に
楽
し
い
一
、
）
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
．
．

　
同
部
は
四
十
八
年
六
月
に
結
成
き
れ

ま
し
た
が
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も

「、

l
で
も
で
き
る
ス
．
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と

こ
ろ
が
ら
こ
の
際
に
広
く
町
内
か
ら
愛

好
者
を
募
集
し
弓
道
の
普
及
に
よ
り
豊

か
な
心
の
人
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
海
野
千
代
麿
き
ん

（
電
話
四
三
三
「
番
」
か
吉
野
幸
夫
き

ん
（
電
話
二
●
四
七
番
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

命
中
の
た
び
に
歓
声
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お知らせ
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税
の
申
告
は
早
目
に
！

　
昭
和
五
十
二
年
度
町
県
民
税
と
昭
和

五
十
二
年
分
所
得
税
確
定
の
・
上
告
を
受

け
付
け
中
で
す
。

　
申
告
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
の
で
早
目
に
串
騙
し
て
く
だ

き
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
町
税
務
課
で
は
毎
年
実
施
し
て
い
る

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
も
、
6
い

ま
す
の
で
希
望
の
方
は
早
目
に
閲
覧
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
無
料
で
す
が
閲
覧
は
本
人
分
に
限
り

ま
す
。

　
▽
期
間
　
3
月
1
日
～
3
月
2
0
日

　
▽
場
所
　
役
場
税
務
課

　
町
の
奨
学
生
を
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
町
奨
学
霧
害
し
て
い
崖
ヲ

　
申
込
み
の
資
格
　
町
内
に
本
籍
を
有

す
る
者
、
又
は
町
内
に
引
続
き
五
年
以

上
在
住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
、
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
大
学
に
在

学
し
て
い
る
人
。
又
は
こ
れ
ら
の
学
校

に
進
学
す
る
人
。

　
申
込
み
書
類
　
新
し
く
申
込
む
人
は

願
書
に
履
歴
書
、
身
体
検
査
書
、
在
学

証
明
書
を
添
え
て
申
込
む
こ
と
。
継
続

申
込
者
は
願
書
に
成
績
証
明
書
（
大
学

は
修
業
証
明
書
）
を
添
え
て
申
込
む
こ

と
。
願
書
用
紙
は
教
育
委
員
会
事
務
局

に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
受
領

さ
れ
る
か
、
電
話
で
請
求
さ
れ
れ
ば
郵

送
い
た
し
ま
す
。

　
申
込
み
の
期
限
　
四
月
ご
十
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
事
務
局
に
必
着
す
る
こ

と
。
な
お
、
や
む
を
え
な
い
理
由
で
在

学
証
明
書
が
添
付
で
き
な
い
と
き
は
願

書
だ
け
で
も
期
限
内
に
提
出
の
こ
と
。

　
問
合
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
二
〇
〇
【
番
、
内
線
五
十
番

国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

　
国
民
年
金
保
険
料
が
、
昭
和
五
十
二

年
四
月
分
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
す
。

　
二
干
二
百
円
（
現
行
千
四
百
円
）

　
二
千
六
百
円
（
現
行
干
八
百
円
）

火
事
の
原
因

こ
ん
な
ξ
」
う
か
ら
も
マ
ッ
チ

　
県
美
術
展
出
品
受
付

　
県
・
県
教
委
で
は
つ
ぎ
の
要
領
で
第

三
回
宮
崎
県
美
術
展
の
出
品
を
受
け
付

け
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
出
品
く
だ
き
い

▽
資
格
　
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上

▽
点
数
　
1
人
2
点
ま
で

▽
申
込
み
と
搬
入

　
　
　
　
申
込
み
と
搬
入
は
同
時
と
し

　
　
　
　
出
品
票
に
よ
り
申
込
む
こ
と

▽
期
日
　
3
月
1
1
日
～
3
月
1
3
日

▽
場
所
　
県
総
合
博
物
館
入
口

　
　
　
　
宮
崎
市
神
宮
2
1
4
：
4

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
く
わ
し
い
こ
と
は
つ
ぎ
に
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
宮
崎
県
教
育
庁
文
化
課

　
宮
崎
市
橘
通
東
1
丁
目
9
－
1
0

　
電
話
〇
九
八
五
⑳
【
、
　
「
「
「

　
　
　
　
　
　
　
（
内
）
二
、
四
八
八

∠
／
／

、
／
．
畠
⑤

曲
／
　
・

哩
譜

爵
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
多
．

プニー～）U　》ノ

ゲ髭i奪＠

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
▽
仲
深
の
高
橋
藤
雄
さ
ん
か
ら
（
操

　
　
さ
ん
・
7
2
歳
ご
死
去
）

　
▽
小
野
田
の
谷
ロ
ト
メ
さ
ん
か
ら

　
　
（
岩
佐
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

　
▽
坪
谷
の
寺
原
春
男
さ
ん
か
ら
（
喜

　
　
右
エ
門
さ
ん
・
8
3
歳
ス
ミ
子
さ

　
　
ん
・
4
9
歳
ご
死
去
）

　
▽
福
瀬
の
松
葉
一
目
さ
ん
か
ら
（
カ

　
　
ズ
さ
ん
・
茄
歳
ご
死
去
）

　
▽
田
野
の
川
原
泉
さ
ん
か
ら
ヘ
モ
ヨ

　
　
き
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
三
月
十
五
日
へ
火
曜
日
）

東
郷
町
社
会
福
祈
協
議
会

≡・・IlllllOI一人ロ・1一・…i
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鍛
欝
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1
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
目

交
の
名
一
応
所

寺寺三岩松田池

原原原田本代田

仲直行美　白藍
　　　　　　代
子子子央愛子子
弘政広　吉正平
　　　武
勝美美　高純美
小鶴羽島越寺口
三野　　　　野
田内坂瀬表三内

‘

結
婚
お
め
で
と
う

林谷春畝原山
氏

田口木原田野

幸辰里芳恵隆

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

谷遂事当直氏

口原口甲野

　
名

ツ
チ
ェ

旦
　
馬

シ
　
　
カ

ス
ミ
子

岩
　
佐

名

子己代實子＿

住
r
所
－

広
島
県

鶴
野
内

小
野
田

迫
野
内

小
野
田

日
向
市

8449765276露

小坪寺小福往1
冨谷暴言…所
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